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報道関係者各位 
 

脳は友達への好き嫌いをどうアップデートさせるのか? 
――社会性記憶と感情を柔軟に結びつける神経回路の解明―― 

王 牧芸 助教の関わった研究成果が Science 誌（オンライン版）に掲載されました 
 
発表のポイント 
◆本研究では、既知の相⼿が突然「友」から「敵」へ、あるいは「敵」から再び「友」へと変化したとき
に、その相⼿に対する感情価が脳内でどのように更新されるのかを明らかにしました。 

◆特定の相⼿に対する嫌悪的な感情の形成や、その後の親和的な感情への回復には、相⼿についての記憶を
担う「腹側海⾺ CA1」の神経細胞と、感情中枢である「扁桃体」との間の神経回路の可塑的変化が関わる
ことが分かりました。 

◆本研究により、「特定の相⼿についての記憶」と「その相⼿に対する感情価」は、脳内で異なる領域・回
路によって制御されることが明らかになりました。 

 
概要 
 東京⼤学定量⽣命科学研究所の奥⼭輝⼤教授、王牧芸特任研究員（研究当時、
現・国際基督教⼤学助教）、および東京⼤学⼤学院医学系研究科の須藤成俊⼤学
院⽣からなる研究グループは、特定の相⼿に対する感情価が更新される脳内メ
カニズムを明らかにしました。 
 同研究グループはこれまで、海⾺の神経細胞が特定の相⼿についての記憶、す
なわち「社会性記憶」を貯蔵する仕組みについて研究してきました。⼀⽅で、
その相⼿に対する「好き」「嫌い」といった感情が、相⼿との経験に応じてどの
ように変化し、更新されるのかについては、これまで⼗分に分かっていませんでした。 
 本研究では、マウスの⾏動を光操作することにより、「かつて親しかった相⼿に突然攻撃される」状況と、
「攻撃してきた相⼿が再び親和的に接してくる」状況を作り出し、特定の他者に対する感情価がどのように
変化するのかを調べる新たな⾏動実験系を確⽴しました。 
 さらに、神経活動を詳細に記録することにより、特定個体に対する感情価の更新過程において、腹側海⾺ 
CA1̶扁桃体̶側坐核からなる神経回路のシナプス結合や神経活動が変化することを明らかにしました。 

本研究成果は、⽇本時間 2026 年 7 ⽉ 10 ⽇付の Science 誌（オンライン版)に掲載されました。 
 

王助教からのコメント 
 

映画『メン・イン・ブラック（MIB）』では、⿊服の男たちが⽩い光を⼀瞬当てるだけで、⼈の記憶を消すことが
できます。私たちの研究では、「その相⼿が誰であるかを覚えていること」と「その相⼿に対してどのような感情を
持つか」は、脳内で異なる領域によって処理されていることが分かりました。海⾺に関連する神経細胞に光を当て
ると、マウスは特定の個体を識別する記憶を失います。⼀⽅で、扁桃体に光を当てた場合、マウスはその個体を覚
えたままですが、その個体に結びついていた情動反応が変化します。 
 この発⾒は、記憶そのものの理解にとどまらず、社交不安などの精神疾患の理解にもつながり、将来的な治療薬
開発に新たな⽅向性を⽰す可能性があります。 
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研究助成 
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ムのリバース・トランスレーション研究」、再⽣・細胞医療・遺伝⼦治療実現加速化プログラム「難治性うつ病の
遺伝⼦治療に関する研究開発」、脳神経科学統合プログラム「海⾺と⽪質間ネットワークによる安静時機能的結合
ダイナミクスの解明に関する研究開発」「⽣成 AI を⽤いた脳情報の逆相関探索と外部デジタル化」「⽣成/敵対
AI・デジタル脳に基づく脳回路バイオマーカとニューロフィードバック治療に関する研究開発」、脳神経科学統合
プログラム「他者への共感性を⽀える、⾃⼰と他者の情報の混合選択性の解析」、セコム科学技術振興財団の⽀援
により実施されました。 
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